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f仁レ J しカ‘しながら，経済発展の初期的段階におい

てこれ九の三つの機能は未分化の状態であって，

l人がこの三〆〉の機能を兼ねてL、る場合が多いの

次＞く白

ところが今日の先進諸国の企業はすでに

くーナムのいう「経営

経済が高度に発展する

である。
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者革命iを経験Lているの
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L、わゆる狭義の企業家がどの程の段階にお1,-、亡，
ふ行じ

L、かなる経済活動を行な－，たかを矢fjる

じ 1 ムJ ：ーケー流の企業家主＇： 1i、たかどうかはその

iRIの経済後進性克服のj様相をかなりちがったもの

というのもその同に

度存在し‘

こ土：はきわめて重要である。

企業家山、経済発展のi品ねで果たす積出的役；［；＇.！］は

ン～ムペーケ－－cT, －連の著作了－＿l;tt(frtn定論Iぺ3 「経

済発展の理t~i r 以来 5$くの識者の好／υむとりあけ

とL、うのもラ革新linnovation）を、，←ー -－－ーレ --イ；，竺アー－ -,-K、ピ－／，イJι

企業家の経済にさせたにお力遂行 tる企業家が経済発展によれ、て果たす役＇， tl]i土

発展にたfする役割はきわめて大きい。

さて現｛Eのとこ乃筏進国の企業家に関する理論

ンェム，く←な－－!J; きわめてフ＼きいil・ らであろう

！われわ，／＇ :t単純に革新を一つの新生定]Tri数の設

定と定義する」ノ，1:11と述ノこり＇.k来，J章一新内実践1；－た

る企業家！という用語；土学問的市民権を縫件して l呪述で企業家理論を展開している論文はあまりゴ与

し、LitL、えなし、現状である。わずかト二 Dou只！日s 
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あるにすぎないc D・リーマー論文はシュムぺーケ

一理μ命を現在の後進国へi車用することの限界を指

とくにシュムペ←ケ」理論との的研究は乏しく，

シJ ムヘーーケーのし、う企業家（entrepreneur)

あは資本の供給古である資本家（はp山 l川）とも，
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企業家は新生産同数の設定者4 であると、J えよ

二のよう i二1企業家jという弔詰i土木来狭義に ιちろんシュムベークーのn-n摘したものであるのリ。
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Ⅰ　タラアト・ハルブの略歴と業績
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ている現在の後進国に無条件に適用することが不

可能なことは当然であλろc そこで手ュム J旦ータ

一理誌と現在の後進国の現実との間に存在してい

る大きな相違は伺かということに対して， D• リー

マーはつぎの三＇）のことを指摘しごし、る。すえ dJ

ち，シュムベーターによる発展のトレーガーは民

間企業家であるが，後進出のそれは政府であるc

第三 Uシュムペータ－：..：：上る発展小方法は新生産

技術の創造によるものであるが，他方後進国はど

こまでも先進凶においてすでに確立された技術の

輸入によって発展を遂げるものである。つまり後

進国にほ突かとして革新（innovation）は成立せず，

既存の技術の同化（assimilati聞 1）があるにぎなL、。

第3に先進国における発展の動因は主として供給

側の企業家新神によるtのであるつ しかし後進国

におけるそれは需要側の生活水準改善への熱望に

よるものであるc D・ リーマーは以上の3点をj冒

摘したが第1と第3の相違点は必ずしも絶対的で

はなく十日対的たものである。 しかし第2の相違点

は絶対的なものであるといえよう。

このようにD・リーマーはシュムベーター理論

を現代の後進「£1に適用する司王界を指抗したc それ

ではシュムペータ一理論は後進悶に適用不可能か

というと必ずし七そうでは年い。 そ二にある＆定

の条件をつけれi士、よいのであるO イ／ベイション

の意味はシュムベーターの使用したそのものであ

業家タラアト・ハルブ、の活躍した時代は 20世紀の

前半であ円て， D・リーマーの指摘したシュムベ

ーケ一理論との三つの相違がまだ出現してこなか

った時代である。 しかし第2の相違点である技術

のアッシミレイションという状況は現在と少しも

変わっていない。

そこでタラアト・ノリレブが当時の資本市場， 労

働市場，技術市場，製品市場の各市場でどのよう

な役割をにない， いかなる行動をとったかを検討

し， 後進国ヱジプトにおける革新の遂行者の経詩

的性格やその限界を究明してみたいと思う。もと

もとこれらの各市場は完全に分離しているので

はなく， 相互に密接な関係をもっているわけであ

る。しかしこのようなフレームのもとに， また伝

記という形をとらず1人の企業家を分析するわけ

であるが， そこには当然資料的制約やその他の幾

多の限界が存在することはやむをえないことであ

る。にもかかわらずエジプト経済史の潮流の中で

：重要な役割を果たしたタラアト・ノリレブについて

ここで一応の試論を展閣してみたいと忠弘

（タラアト・ノリレブ、のその他の幾多の側面，たとえばイ

〈ヲム iこkけと〉克解今日土，非常に興•｝tがあるテーマであ

るにもかかjフ人ずいマ J さL、捨象した。）

（注 1〕 J・シ品ムベーター，吉田昇三監修『景気

／！（環論』， 1i斐間， 126ページ。

I タラアト・ノリレブの略歴と業績

る必要lまなし、 アッシミレイションでよいのであ つぎにタラアト・ハルブ（1867～1941年）の略歴

る。そしてそのような制約をふまえたうえでシュ と業績を若干紹介することにしよう。

ムJ 、ーターか「われわれは単純に本新を一つの新 かれがどこで生まれ，幼時，少年，青年の各時代

生産函数の設定と定義する」と述へるとき，後進 を通じていかなる教育をうけたか， アラビア語諸

国！とおける革新の遂行者である企業家をやはりあ 文献を播いてもあまり詳らかではない。ようやく

る一定のフ Lームでみることを可能にする侃界を 明瞭となるのはかれが 1889'年法律学校（Madrassat

聞いたというべきであろう。 alhuquq）を卒業してからである。卒業後ダーイラ・

さてこれからとりあげようとするヱジプトの企 サニーヤ（Al-Dairatal-s正副

19 
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て勤務？る。やがてムハシマド・ア rリ・ ド（Mu-

J:iammad Far吋）のあとをつぎ，その部長となる。そ

の後ケヂィーブ（Khedive）地理学協会の会員となり

「アラブ諮問とイスラムの歴史J(T川 khduwal 

al-a.rah wa al-islam）等を執筆。またかれにコモ・オン

ボ、土地会社（SocieteAnonyme de Wadi Korn Ombo) 

カイロ本店去を勤めたり‘ヱジプト不動夜会辻（So-

ciるtるFonci川 d’＇Egypte）の経営に関与したりした。

1913～14年になってかれは rエジプトの経済的救

済とエジプト人の銀行の創設』（‘Ilajmi~r al-iqti甲adi

wa insh,flxmk Iii・mieyrin）をIU版し， 201吐紀初頭の

エジフ＇｝経済が外国人に大きく依存 Lてし、ど〉状況

に着目し， 財政および工業の外国人による独占を

打破し， エジプト人による銀行創設を表慮するに

至った｛ 宇実かれは単に耳目了を執筆することにと

どま包ず， 1920年 5月遂に之スル銀行を創立した。

これは当時唯一の民族資本銀行であった。総裁に

はアフ Jッド・ミドハト.｛ヱゲン・ノミシャ（＇＼ hmed

Midhat Yeιlien Pasha）を選び，みずからは副総裁と

専務取締役を兼職し， 大いに企業家としての手腕

を発揮した。同行の創立はまさしくヱジヅトの工

業yレネ y 十／スの開始を意味してU、たコなんとな

れば同行のlll資を背景にしてかれは円ぎA' らつぎ

へと傘下の諸企業を設置したのである。すなわち，

かれは1922年 8月資本金5000ポンドマIrnprimerie

Misr, 19'.(1 if 10月資本金1万ポンドで Soci長te

Misr pour l'Engrenage du Cotonを創立，1924年

にはいちはやくマハヴラ・ヱノレ・クブラにミス／レ銀

行の支店を開設する。 192.5年8月資本金l!J万ポン

ドで So仁ictふMisrpour le Transport et la Navi-

gation，同年（一説には7月13円〉資本金1万5000ポ

ンドで SocieteMisr pour le Theatre巴tle Ci-

nemaを設、工した。さらにかれは192!J年 7月から

9月にかけて外遊， ベイルート，ダマスりスラウィ

;;!Q 

し｛ン，バリを訪れる 0 1926年 9月に上エジプトのベ

ニ・スウエフとファイユームにミスJレ銀行支店を

開設する。 1927年 6月ミスル銀行本店の新築。同

年計月ダミエ、ソタに 500台の織機を所有するお－

ciete Misr pour le Tissage de la Soieを設立し

た。また同時に SocieteMisr pour les Pech白ries

を制設した。ごこで特筆すべきことは，かれがこの

時にミスル・グループといわれる企業集団の中核

を形成する Societ品 Misrpour la Filature et le 

Tissageを創立したことであろう。それ以後この

工場所在地であるマハッラ・ヱル・クブラはエジ

プト最大の綿業地となったのである。正式にこの

紡織工場が操業を開始したのは 1931年3月からの

ごごとである。

1928年3月，再びベイノレートとグマスカスを訪問

し支店開設の下準備をする。 1929年6月ミスノレ銀行

アレキサンドリア支店開設， 19298年月イギリスを

訪れリヴァプールや7 ンチェスターを見学。 19:lO

年；1月ベイルートにシリアーレバノン・ミスル銀

行を開設，同年4月トリポリにシリアーレパノン・

ミスノレ銀行支店を開店，同じく同年4月 Societe

Misr pour l'Ex1附 tationdu Coton創設。何年10

J jミスル銀行アシ τート支店開設， 同じくゲマス

カスに，シリアーレバノン・ミスノレ銀行支店を設

立する。 1932年 5Jl Misr Air哨 rork, 1934年 l乃

Societe Misr de Navigation Maritime, Soci己te

Misr pour I’Industrie et le Commerce des Cuirs, 

SociるteMisr d’Assurances G白昼間！es，同年 11月

九1lisrShippin廷を設立， 1935年 7月 Societedes 

Autobus du Caireをミスル銀行の支配下におさ

める。 1937年 4月 SocieteMisr des Tabacs et 

Cigarettes，同年9月 Soci己teMisr pour le Lin, 

"El：民年9月には MisrBeida Dyersおよび Societe

Misr pour la Filature et le Tissage fin en Coton 



Ⅱ　資本市場における行動と役割
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E叫cptien唱そして同年IlJjにはおじiet止＇.＼ Iisrd附 置を占め，その投資方針は工業投資に力点をおい

¥1ines et Carri訂正1氏Societe.tvii河 pourl’Intluドtrie てレなかったc ミスノレ銀行創立以前にエジプトの

et le Commerce des Hui-lesを創立し，エシ －／ ト 投資動向は先にも述べたように，伝統的投資信環

工業 7レネッサユスの花を咲古ミせたのであるつ の繰返しにすぎたか－－，た。この伝統的投資の悪徳

その間19；日午にはスーダンを訪問， さらに同じ 環を断同として切断し，農業の利潤を近代工業の

く：ir；年 --1J J fラケを訪jLる。 19'.l9f「灯にこれ主で 長1）設に役資し，その拡大再生産に寄与するという

の数「主にわたるアラブ諸国訪問に上るかれの意見 近代的役資の箔環へ転換する主役を演じたものは

「アラブ諸国間の経済協力の義務Jを『アル・と ほかならぬタラアト・ハノレブであり，その組織であ

ラ－，J.,J紙に掲載する。 るミスル銀行であった。 CreditF oncicr E只yptien

193り午秋ミス ll-銀行は恐慌の影響をうけ財政危 に代J之される不動産銀行は大地主への貸付けに重

機にお九いる これとともにタラアト・ハ IL7'':;t 

同主1:9月14日昨 ff:を N.時j；－るにいたる 3 そLて

l~J,H年に死去ん

U上企業家と Lてエジ寸円卜経済らl：に偉大な足跡

を残したクラアト・ハルブの生涯と業縞を簡単に

紹介した。

II 資本｜「］以ーにおけるjiJiJJと役；：；u

さてマラア｜、・ハ ILブl士資本市場におL、てどの

工うな千flhをし‘ どんな役割を果たしたのであろ

うか。彼の資本市場における行動はこのミスル銀

行の動防！と密岐に結びザル、ていた。そこでミスル

銀行の諸性格を倹討しながら？ カ寸1の行動と役訓

につし、て」らhること；こしようっ

ミスル銀行は lリ2（）年 5Jj lこタラアト・ノ＇Iレブに

主ソて創立さ 1Lf::c ｜｝イH一（J；〕忠l]fti土カ‘).L♂＞A三大v)e/!

績の一つである｛コ ｜戸jiゴCワ，1生格；土それ三とで支配!'t<江で

夜〉つた諸銀行のそhと；士， つぎの

ちがつていたワ

( 1) まず第1にミスノレ銀行は工業役資に重点を

おL、てL、る

当時資本市場においてCr付itFancier E灯 ptien

や LandRank of E只ypt等の不動産銀行や外資系

の商業銀行 Natiけn日lBank of Egypt がt主要なfr:

点、をむき， 大地主の日也拡大に寄与する面が大き

かったの（こけして， ミスル銀行は工業のお1）設ど貿

易のfj{i生lこf責極的に参加する二IJ;utを明示Lた。

(2) ミスル銀行は民族資本である

つぎにタラアト・ハルブのミスル銀行創立式$！.［.

における演説iこもみられるように， 凶行の創立資

本株式（t, 全部ヱジヅト人株主によって所有され

たu 、可i侍エジー／トにおL、て活動している銀行資本

/:t：全額乃至一；郊外資に属していた。NationalBank 

of E灯 ptもその例に洩れない。 1，，］行は創立資本金

ら（）万エジプトペJ-;>！の半額を SirErnest Cassel 

が出資し，浅額を C.tv'J. Salvago商会および Sua-

res商会がILi資したわけであった。その上，同行の経

営者は外国人とヱジデト人の双方から成る二重経

営陣であり、貸付額10万ゴてジプト・ポン［ごを越える

ものはいわゆるロンドン委員会（LondonCommit-

tee）に相談しなくてはならなし、状態にあ•）た (ii 2 l" 

これに対してミスル銀行の創立資本は全額エジ

プト人から募集し， その経営陣が守ヲアト・ハノレ

ブをはじめとするエジプト人から成り立ぺていた

ことも民族資本といわれる所以であろう fただし

Joseph Cicurelは夕刊号人）c

Lかし三の論理がミスル・グループにも妥当す

るのであ乃うか。このグループは当初ミスル銀行

2 l 
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を中心として資金を主かなっていたコ しかしグノレ ドりurI引ドふ・heriesのj接合その44%，ぬ》じietel¥.fisr 

ープが発展するに＇）れ、外資とももh'Jt~ L、Kafrel- pour le Lin v）助A-その45＇；／，，を出資している rn:n。

Dawwar OJ Soci{te l¥Iisr pour la Filature et iじ そして Soci三te Miぉr pour la Filature et le 

Tissage fin en C，山口 Egyptien とおIi討rBeida Ti;-;sa貯の発展過程において， M行は数度にわた

Dyersには外国資本がはヤってL、る y ご社債を非主し その発展につとめた。このよ

(3) ミス／レ銀行の資本調達と投資 うに長期の資本端達を行ふうようになったのはこ

ミスル銀行は一方ごは従来からイヂ｛どしてい，た の企業のi白能力トム応安定したことを示している。

「イギ 1.1 ス~＼＇JJ ともいうべき貯蓄銀行としての性 19；初年三 JJタラアト・ハルブは iエジ i＇ト人の社債

格をもナハ 他方では｜ドイ、ソ噌｜とも伝え九れる ・ , 0) titl心l土段資のとめの資本を増加させるJUl4) 

j云；早H空融資型担行としての特徴を：.t/d持してドた「 としづ演説を行なっている。

前者の機能l土：：r_:,:・ -7＂ト全仁に支店を IH，＆するこ さらに；Ulし亡よいことはいi行が傘下諸企業に

とによって1＼｝えされる、 19:!4午に？ルゲ山中心地 対して資金Tinにおし、て強大な発~~権をもっている

υ 、ッ弓．こ＂－ 1レ・トプ弓に支店をllfl，武、 19三（； ij'.に のみか， 人的系列の支配権をもにさっていること

土ヱジフ。トの／＼ニ・スウヱブと 7 ／イ工ーム、 19三（） であるリ形式的iこ総裁の職にありほとんど実権を

年にはアレキ十斗ドリアラ 1rr-m年にはアシェート もっていなL、アフメ、ソド・ミトハト・イエゲン・

にそれぞれ支店を試置するにいた’ 3た勺とくに ノ：シャはと ιかくとして，副総放として実権をに

1927年の片山・ietと l¥fo,r l附 ur！日［よdaturect le :J fJ 実際ミ λ ！~ ・ヤル－ 7＂をがjかしているタラア

Tissa貯の創立にさきがけて，マハソサ・エル・ ト・ハル fとそれにブワード・スルケンの名古／jは必

ケブラに支店をもうけて l也、るのは， E味深長：であ ず経営陣に！泌を出してL、ふ。そのほかにもタラア

るJ おそらくかれは企業設立の下準備をしていた ト・ハルフと毅Lい財界人がその経常陣f二加わつ

のではないであろうかu ているけたとえばムハン J ソド・アアルガリ，ム

後者の機能；士1仁，J1ゴが農村および都i行かじ官＆を ハン字、ソド・口ジュディ，タウフィーク・ドス等。

集め，工業i部門に砧j1！！！的に投資することにあー〉／こけ このようにタラアト・ハルブはミスル銀行を通

1920年代カミら；＼Cl年代の後半にヰバテてlri］行il:f]l:iごの 1て資本調達を行ない， 他方傘下の諸企業に対し

諸企業の古ljぷをおこ fよ 2たc その時之スノレ銀行は て人的支配を行ない，ー勺の大きな企業集団を~

f ,,] f了傘下の諸企業の株式を発行 I_ ふ う.＇t:;t~h 発子｛ ）比するにL、た p pた》

権をにぎ（て唱、たc この上ろなミスル・グループの人的支配をドイ

もともとヱゴf］、の資本110品iよ後進的εあ ＇－c ソの銀行とその糸ド諸企業のそれと比較すると，

銀行が株式発行：二閣与する比長は fi!1j1hぐA.：き L、。 ミ主 Fレ銀行のほうがより積極的に企業経常に参加

たとえ；工刷行は （＇ 、ソラ・二L ／~·・ 7 つラの Sりじiete している上うに思える。 A.el-Gritlyは「エジプト

l¥.Iisr pour la Filature ct le Tissage J)自ljな資本 にむける現代産業構造J("Theメtructureof Modern 

金；）（）万工／、アト・ホ｝ンドのうれ l:l万li:1(）（）エジイト・ lrnluぉtryin Egyptぺ［，＇｝えよyj,tど印ntcmporainc,1948, p. 

ポンドを出資し 1七っさらに Sociとt」、日i,,,rpour le -14（めのなかでミス yレ鉛行の企業支配と比較して

Tis:,;age cl仁 lλ 沿いic(/).l+J Cr< (')fiS'¥,, Sncid己入：Jisr iドイツの銀行は少なくとも企業が繁栄してし、る

2之



Ⅲ　労働市場における行動と役割
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ド艮 I），とく lこ大企業の場合企業経営に関与しないj

と述べている。しかし 20世紅の前半（／） ドイゥ諸銀

行と企業の間の人的結合度はやはりエジプトと同

様苦しく大きく， A.el-Gritlyの指摘するような

相違lまt；.いと思われる。 ともかく後進国が工業化

を推進する場合， 強力な銀行と企業家を必要とす

る三とはいうまでもないことである。グラアト・ハ

ルブ。はそスノレ・グループの人的支配のかなめに立

って、銀行と企業の関係をにぎっていたのである。

それではタラアト・ハノレブ、のこのような行動に

はどのような思想、的背景があったのであろうか。

もちろん筆者の見解では， これはミスル銀行の創

立によって突如として成立したものではないと厄

う。

すでに 19日年から14年にかけてかれは u・エジア。

トの経済的救済とエジプト人の銀行の創設』を

き，当時のエジプトを支配していた外国資本とは

っきりと決別し， エシ、プト人の銀行を設立しよう

としてレたよ二とがうかがえる。

さらに 1916年 4月，タラアト・パルプはユーセ

ア・カッターウ f・アスラーレ・パシγとともに

$fiの企業に投資をするととである』」（注6）と報告し

ている。 さらにかれが同報舎の中でドイツの銀行

は世界各地にくもの巣のように支店をはりめぐら

しているとか， ドイツ製品の輸出振興のためにカ

ルテノレを組織するとかの点を指摘しているのは興

味ふかし、。このドイツ視察旅行報告の中に後年ミ

スル銀行を陣頭指揮するタラアト・ノリレブの蔚芽

がみえるのである。

さらに 1920年 5月8日， えスノレ銀行創立式典の

席上，かれは演説（注7)a:行なうわけであるが， か

れはその中で次の三つの事を強調してU、るのであ

る。すなわち， 第1にξスル銀行の株主はエジプ

ト人であること， 第2にこれまでエゾフ。ト仁銀行

業を改革する入方丸、なかったこと， 第3に経済tこ

対する国民の準備不足と銀行株式を富者が大量に

応募することの欠如がこれである。

さらに1935年， ミスル銀行創立25局年記念式典

で演説〈注呂）しミスル銀行の成功についてふれて

いる。タラアト・ハルプが当時エジプト資本市場

の直面しているさまざまな問題点をよく洞察し，

それを克服することに全力をそそいだからであっ

ドイツおよびオーストリアの工業および商業その た。

他の経済事枯を調査して， その旅行から重大な影 ( it 2 ) A. el.(_; ritly，“The Structure of Modern 

響をう灯てし、るとおもわれるふしがある。すなわ

ち同年6月，両人が工業・貿易委長会に対して行

なつえ「ドイツの工業お工び貿易に関する報告！

（注5）の中で、かれは］，：＂イツの銀行の積鋭的投資，

カルテルの紅偽国産品保護についていろいろ報

告してヤる。

たとえlまタラアト・ハJレブは「ドイツの銀行はド

イツ・ナショナル・パンク定款第2条と似た条項

をもっている。すなわち『会社の目的は銀行業で

あれ，金融業であれ，クレデ、イツトであれ，輸出

であれ，工業であれ，不動産業であれあらゆる種

Industry in Egypt”， L’＇Egypte Contemporaine, 1948. 
〈注3〕 Ibid.

(/t4) Mβtbaat Misr,Majmudt Khufab lvlulfa-

mmad 1,lladt Harb Basha. 

（注 5〕 Ibid.

（注6〕 Il司d.

(/1ム 7〕 ］bi・d.

(it 8〕 Ibid.

皿労働市場における行動と役割

タラアト・ノリレブに関する文献はけっして少な

くない。 しかしかれが企業家としてとくに人的資

源に対し関心を示した証拠に乏しい。とくに労働
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力の景および性格あるい（土賃金さらにつi）妙」I ti坊の

メカニズムに’入、て、 かれはほとんどぶってLイL

かんたレと:i±今ベ亡し、るのである。

さんに方、jL l土＂） さぴ〉上うにL、う心 ［このよう，／（

いじもっとも一般的に 19三0年代Jトら：l()年代に元叶 秩序正LL、配分は労働力のコントロールにある。

て，ヱシプトの労働市場につL、じ；11,J交・研究；上進 われわれはすべてのエジプトの若11,tが織物業、 走

んでおらず文献は非；守iこ少なく， かJ 小、子しにく 力業， 製鉄業UH、ずれカ・において卓越することを

いものであるこi この時期には ILOの桜；li;i,ずがある 希望するJ(ti 10）。つまり 19三，1年にすでにかれはマ

くらいで， 賃金センサスも労働時ンアル ~J/,J査も flj f、p ラ・ゴル・ 7ブラを紡横山町にする三とを ・:i;

行されていなか，た ，，！）である。 しかし企業家であ え4 ル、てL、たのである。この間J(l）織物二lの技術を

るかれが労働）の市要と供給；こ／），， 、て確u1iltこる見通 渋初jにある程度利用できることを意図し続いて

しを持fこなか.J たならば， これだ；？のJ、昨lふり投資 近郊の農村J也帯から労働｛共給を受けることをかれ

はとても不可能ftはずであるヮそこであえごそjL A‘.f;[iをしていたのではなし、であろうかc

lこっ1‘、て山ケラアト・ノ、ll,,ブの見解をみ／）ftょう っさにかれは労働力の性格に＜）し、て若干ふれて

とするとかれが二つ cl）きわめて興味のある傾向を いる。第 lに♂ハヅラ・エル・クブラの識字率の

抱いてL、ることが見 1いどされるコ 高レことをとりあげ亡し、る。この間iには読み芹き

その一つはかれが労働力の供給お上ひ、その性格 iiJ能ふものが 1（）（）（）人当たり出入おり，全国平均の

について，院単なが （， 的確にふれてレふこどであ 制入、 あるレはマハッラーエル・クブラ郡の41人‘

ろう。 19ど7年にマハ J ラ・工ノL・ケトアラに Soじil'tと ガルビヤ県の liO.人よりすぐれてし、ることを指摘し

,¥liぷrpour la Filature et le Tissageをltrl日立するの ごし、る J

に先だって、 l~l24 年にここに支店を設問す心｜私 立／三世にこのurn土犯罪者が全国一平均の 1000人当

ノラ・エノレ・ケフラの労働力の供給三性格にっ たり 15人上り少なく、 12人であり，この点にもか

いてすでに検什してL、ることであらう υ ぺJ／.上 f)/;' 

れは企業支として Jfli民グJ持主 ξあ たU である 3

カイcitlリ己 1守（/J iγ ，、ソラ・エル・ケブラ・ミベ

ノレ銀行l.lll店i史民会；こ：／Ji「る／'st＆二 (cl 9) i二:j;L、て，

IJJ勢調査を利用しながらγ ハ、r ラ •T ノL ・ケ 7、う l お

（γ ノ、ノラ・二L ,, ..クノラ!Mlではなし）の Xi働）Jに〆 F

L、て， およそ J Jさの上うな二とを是主べごいるので

れの注意i梁い llが注がれ亡し‘る。

この上うにかれがこの町にミスル銀行支店の設

立に際して． :~ ff ｛交の紡織工場開設に必要な労働

の供給条件につL‘てふれてし、ることは興味をそそ

るο さらにここでかれは技術者にJ一，し、てどのよう

iこ.／3え亡し、たのであろうか。

もっともタラアト・ハルブはマハソラ・エル・

ある。 ク 7＂） 工場もカブノレ・ヱ／レ・ダ，7Jレ工場もあるい

三の町ft人仁13万xor:r:人‘そのうむ労働人口は は l¥lisrDcid日 Dyersも実際の管理を AbdelRah-

l ;f()4:'i同人であり、織物人口はそ什：nr：：，を山め， man Hamadaにまかせてあり，かれが労働市場や

3167人で第 l位であ石 L っさに民業人iI ;; <'7 10人、 技術者1二1¥5］するさま 5まな知”誌をもサてし、／このか

26';i，で第三位であるはえ，，｝，しによると， :j＿；上そこの上 も知れないれもちろん Hamadaは当時の最優秀の

うた状態にある町を l了主都市（madin九t＂ト叶円以 t）ど 技術ffであったので， 技術者叩養成には当然意を

呼び， 工業部rliii設業から工業へ転険しかけれ；1 ／） くしたものと想、像される0 ~当時の技術者一般に
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ついての文献は乏しく，先にも指摘した A.el-

Gritlyの論文の中で若干ふれられている程度であ

る。それによると1883年から1919年までのイギリ

ス軍占領期聞にはわずか45人の学生が技術を学ぶ

ために海外へ派遣されたにすぎない。 しかし1920

年から1937年の間にその数は飛躍的に増大し， 619

人にのぼったのである。そのような情勢を背最に

タラアト・ノリレブが技術者の海外研修に力を注い

だことは想像にかたくない。 1938年 Kafrel-Daw-

warに SocieteMisr pour la Filature et le Tis-

泌 gefin en Coton Egyptienが設立されるや，か

れは自動織機を Blackburnの Northrop社，

Jacquard織機を Bradfordの S.Dracu p and 

Sons社に発注するとともに，技術者の養成を行な

うためランカシアへ多数のエジプト人を派遣した

のであった。このようにかれは当時優秀な機械を

輸入するだけにとどまらず，技術者の養成には多

大の考慮を払川わぎわざ自社の技術者をランカ

シアまで派遣したのであった。

しかも A・ el・Gritlyの指摘するところによる

と，ILOの専門家 Butler氏は「労働者階級の低稼

得能力は大部分の労働者あるいはとりわけ農村地

域から補給された労働者が極端に低い限界生産力

しかもっていないことによる。 しかし都市の熟練

工および半熟練工にはこのことはあたっていずか

れらは非常に優秀である」借11）と報告しているし，

また同氏はヨーロッパ系経営者に「エジプト人労

働者はヨーロッパ入と同様な規則性と強靭さには

欠けているところがあるけれども， ヨーロッパの

水準と匹敵するかあるいは凌駕しさえするJと保

証している。いわゆるエジプト人が生来無能力で

あるという批評は当たっていない。エジプト人の

熟練工および半熟練工あるいは技術者はけっして

生来無能力であるわけではない。一定の教賓と司，，

練を経ればかれらは高水準に近づくことが可能な

のである。事実タラアト・ハルブは綿業技術者を

多数ランカシアへ派遣している。

とはいえかれが労働の需要と供給についてすぐ

れて注意しているという証拠は， かれの演説の中

にはあまり見あたらない。かれが資本市場におい

て果たしたと同様な役割を労働市場において見い

だすことはむずかしい。

ここに筆者の一つの仮説が生まれてくる。すな

わち先にも述べた A.el-Gritlyが指摘しているよ

うに， 1930年代におけるエジプトの工業賃金水準

は低く，農業賃金水準とさほど大きな所得格差を

形成してし、なかヮた。 しかも当時の工業技術水準

は大して高くなかった。このような背景に基づい

て当時の企業家は，未熟練工を近郊農村における

過剰l就業労働者の中から円滑に補給しえたからで

あった。しかがって未熟練工の補給問題は， おそ

らくタラアト・ハルプの視野の中にはなかったに

等しいのではなし、であろうか。

他方，技術者および熟練工については，当時外

国人技術者に依存することが多かったのではない

か。ヱジプト人技術者と熟練工は el・Gritlyの指摘

するとおり優秀ではあったが， 多数とはいえず，

やはりタラアト・ハルブがとくに問題として重視

するまでにはいたらなかったのではないであろう

か。これは筆者の推定である。

すでにタラアト・ハルプの労働供給についての

見解にふれたが， それはかれの人的資源に対する

一つの面を代表している。それではかれのもう一

つの側面はなんであろうか。すなわちそれはかれ

が企業家として労働市場に註目をするということ

とは次元を異にしているけれども， 1930年代の後

半からかれが青年についていろいろ忠告したり，

演説をしていることであろう。やはりかれは広い

Zラ



意味で人的資源の養成になみなみならぬ意を注い

だのである。すなわち 19:l6年4月『ム力ッタム」

紙に掲載した「育‘年への忠告J, 「教養ある青年へ

のメッセージ」，「何を青年に言うかJ,1939年 1月

『アノレ・ヒラール』誌の「青年に対する忠告J，同

年12月の「青年に対する談話」 Crt12）等にかれの青

年に対する思想が典型的に現われている。そこに

は企業家として労働市場の動向に注目するという

姿勢とはちがって， 一種の教育者として青年に忠

告をする態度に変わってきているのである。

すなわちその中の［青年に対する（わたくしの）

忠告jを読むと，そこに教育的見識に満ちた者とし

てのタラアト・ハルブ、の像をみることができる。

かれはこの中で大いに勉学の必要性を強調してし、

るのである。

このように企業家としてのタラアト・ハノレプと

教育者としてのかれの二重像はひどくかけはなれ

た存在にみえる。 しかしこの二重像は矛盾してい

ない。なぜならかれは双方の役割において人的資

源に深い興味を示していたからである。 とはいえ

かれが資本市場や製品市場において果たした具体

的な役割や発言と比較すると， 労働市場における

発言は確固とした具体的な発言にとぼしい。 とく

にかれの教育者としての側面は精神訓話に近く，

技術者の養成や熟練工の訓練について具体的な提

案に欠けているのである。とまれ， 農村から未熟

練労働者を豊富に供給され， かつ技術のそれほど

高くない時代に生きた企業家タラアト・ノリレブは，

労働市場に対して積極的な役割を果たす必要性が

比較的とぼしかったのである。

（注9) Matha‘at Mi~r, of>. cit. 

（注10) Ibi・d.

Cr主11) A. el-Gritly, ojぅ.cit. 

(/l:12) Matlば atMi号r,op. cit. 
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IV 技術市場における行動と役割

およそ後進国が工業化を開始する場合， それを

技術上の観点に立ってみると， まず先進国から既

存の技術を輸入しそれを自国に定着化させること

に全力がそそがれる。その意味で先進国における

イノベイションは後進国に突如としてそのまま成

立しない。後進国の工業化は資本と新技術の発明

とが結合するイノベイションによって起こるので

はなくて， 資本と先進国における既存の技術とが

結合するアッシミレイションによって成立するも

のなのである。 しかも急激に高度の技術を移植し

にくし、。

したがってタラア卜・ハルブが 1920年にミスノレ

銀行を創立して以来， ImprimerieMisr （印刷）を

はじめとして， 繰綿，綿紡織，海運，絹織物，亜

麻織物，航空，綿花輸出，保険，映画，漁業，タ

バコ，パス，鉱山業，搾油（石油精製ではない），皮

革， 染色等の諸産業に投資を行なったけれども，

すべて既存の技術の導入によるものである。 もち

ろんかれが投資をする以前にすでにヱジプトにお

いて導入されていた技術も多く， かれがミスノレ銀

行の資金によって企業を買収し同一系列下におい

たにすぎないものもある。

そこでタラアト・ハルフやが技術市場において果

たした役割を，いくつかの基準を設定して検討し

てみたいと思う。

まず第1に「主導技術Jは何かという問題であ

る。たしかにタラアト・ノリレブの設立した企業は

多種多様な業種にわたっていたけれども， やはり

主導技術はマハッラ・エノレ・クブラやカフノレ・ヱノレ

・ダワ1レに展開された綿紡織業であることであろ

う。綿紡織業と比較するとその他の企業規模は相

当小さいものである。 タラアト・ハノレブの投資は
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第2次部門，第3次部門にわたったけれども，その

技術的性格は労働集約的であゥて， 資本集約的で

はない。そして当時の技術水準からみるとかれの

導入した技術はそれほど高度であるとは面、いがた

く，軽工業とくに綿紡織業を中心としていたもの

であって， 化学や機械あるいは造船のような重化

学工業ではない。 したがってミスノレ・クツレープと

いって， その中に幾多の資本集約的な工業が形成

されているように錯覚するけれども， 事実はそれ

ほど高度な技術が投影されている企業が存在する

わけではない。また各企業の資本規模もミス／いグ

Jレーフ。として一般に喧伝されているほど規模が大

きくなャ。たとえばミスル航空は1932年の設立当

初はパイロットの養成所であり， 1年後に国内航

空事業を開始したのであった。 1938年当時の釆客

数は 1万8559人，資本金8万エジプト・ポンドにす

ぎず，政府補助がなければ相当な赤字を出す予定

であった（注13）。当時 Soc泌氏 Misrpour la Filature 

et le Tissageが資本金100万エジプト・ポンドであ

ったのだから， ミスル航空の資本規模は小さかっ

たのである。 しかもミスル・グループの最大資本

規模をもっ企業が綿紡織業であり， さらに同様な

規模の綿紡織業を設立するにいたったのであるか

らやはり綿業がその中心を形成していたとみなし

てまちがいない。そしてミスル・グループが国有

化された今日においても， 主導技術が綿業の域を

脱していないことも事実である。やはりエジプト

の歴史的条件にもよるが， この綿業をのりこえる

第2の主導技術をタラアト・ハルプが採用するこ

とができなかったところにも相当問題がのこって

いるといえよう。

第2に，企業間相互の技術「波及効果」をとり

あげることにしよう。 もともとタラアト・ハノレブ

の設立した各企業の技術的性格は当時においても

それほど高ヤものではない。 しかも各企業は比較

的労働集約的色彩のつよいものであり， かっ関連

産業の乏しいものであった。 したがってかれは航

空事業や海運にまで手をそめるわけであるが， こ

れは 3次部門に属しているものであり，直接船や

航空機を製造するものではないし，企業相互間に

ほとんど関連性をもたず，技術の波及効果はない

といえよう。

しかし先にも指摘したようにミスノレ・グループ

の主導技術は綿業であったけれども，綿花を原料

とする企業は関連産業をもち， 技術的な波及効果

を及ぼしている。たとえば繰綿，綿花輪出，綿紡

織業，綿製品製造，染色，漂白というように綿業

はほぼ技術的にも一貫しており， タラアト・ノリレ

ブの創設した幾多の企業の中では技術的に一番完

成していたのである。原料のエジプト綿の榎秀性

とあいまって，綿業はエジプトの風土にみごとに

根をおろし，開花したのであるo

ところがこのように一貫している綿業も機械工

業をもっていなかったために， その紡融機械は輸

入に依存しており， やはり外国技術依存を脱却で

きない状況であるO つまりタラアト・ハルプは当

時幾多の企業を創設したけれども， そこには生産

財を生産する技術はなに一つ導入されず， すべて

消費財生産技術に依存していたのである。 したが

って技術の波及効果といったところで， 消費財生

産技術のわくの中に限定されており， そこにおの

ずから限界があったのである。やはりタラアト・

ハノレブの技術導入は速効性のある技術に限られて

おり，迂回生産あるいは生産財生産といった論理

lこまではいたらなかったのである。というのもタ

ラアト・ハルブは製品市場において消費財の輸入

代替をめざしていたからなのであろう。

第3に，外国との「技術提携Jないしf技術導入」
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はどのようになっているのであろうか。 もともと

タラアト・ハノレフ、の本拠ミスル銀行は民族資本で

あることを標梼しており， 資本市場において当初

エジプト人地主からの資本調達を行ない， 順調に

進展していたわけである。 しかしミスル銀行を頂

点とするミスル・グループ。が成長するにつれて，資

本市場のみならず技術市場においても同様な論理

が貫徹していたわけではない。企業が成長するに

つれて先進技術の導入の必要性はますます多くな

る。たとえば1938年に Kafrel-Dawwarに設立さ

れた SocieteMisr pour la Filature et le Tissage 

fin en Coton Egyptienおよび MisrBeida Dyers 

は BradfordDyers' Association Ltd.と単に資本

のうえで密接な関係を結んだだけにとどまらず，

技術の点でも提携していたのである。あるいはミ

スル航空はイギリス最大の航空会社 H巴stemと提

携したし， MisrShippingもまた前者と同様 Cox

and Kings杜との協力のもとに成立したのであっ

た。

このように企業がより大きく成長するには先進

技術を導入しその消化，定着化を図ることに努力

を集中することが必要である。かれは民族資本で

あることを標傍していたにもかかわらず， 外国技

術の導入に多大の努力を払ったのである。かれが

経済論理を深く洞察していた証拠である。

ところが資料的制約もあるわけであるがかれが

技術市場において果たした役割について文献は皆

無に等しい。しかししいてとりあげれば1936年12

月の談話「エジプト紡績業とその進歩の程度」（注14)

があげられよれしかしこれとてとくに紡績技術

の事を論じたものとはいえず， むしろ製品市場に

おいて低廉な日本製品が輸入されるので， 関税を

かけるように述べている程度である。いずれにせ

よタラアト・ハルブ？がとくに技術につL、て鮮明な
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思想をいだき， 技術市場において透徹した展望を

いだいていたことを示す文献に乏しい。

しかしながら民族資本を標楊したかれが企業の

成長のために優秀な外国技術を導入することに積

極的にとりくんだ行動は高く評価されなければな

らない。

〔注13) The Stock Exchange Yearbook of Egy-

Iうt,Alexandria 1939. 

（注14) Matba'at Mi9r, oρ. cit. 

V 製品市場における行動と役割

最後に，タラアト・ハルブの製品市場における役

割あるいはかれの見解を検討してみることにしよ

う。 もともと製品市場に関するかれの記事は資本

市場に関する演説と同様少なくない。この点かれ

の労働市場や技術市場に対する意見が貧弱なのと

著しい対照をなしている。 しかし製品市場に対す

るかれの主張と記事が多いのにもかかわらず， か

れの中心的論点はほぼつぎの二つのことに要約さ

れるのではないかと考えられる。すなわち，

(1）圃産品の奨励によって輸入代替度を高め

る。

(2) 関税制度に基づく国内産業の保護。

いずれにせよ，綿紡織業と関連の深いものであ

る。特に 1931年以降マハツラ・エノレ・クブラの綿

業が順調な軌道にのり，輸入代替効果を発揮しは

じめ， かれの主張はほぼこのこつの観点をめぐっ

て繰返し執劫に行なわれるのである。 1941年に国

内綿布生産は 2億平方メートルへと飛躍し， 圏内

消費の75.1%を自給するに至り， かれの製品市場

における役割は生存中にほぼ果されるのである。

すでに先にも指摘したとおり， 1916年にタラア

ト・ハルブはユーセフ・カッターウィ・アスラーン

・パシャとともにドイツの経済・貿易事情をつぶ
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さに視察し， ドイツは輸出振興のために諸国に合

弁銀行を誌置するとともに， カノレテノレを結成して

いるミとを観奈しU 、るのである。

かれの県品市場仁おける目標はこの上うた湿識

を結成し強力に輸出を推進するととが念頭にあ

ったと思われるけれども， かれの生涯中製品市場

において実際果たした役割は自閣の綿花に付加価

値を与えてこれを輸出する段階にまで遠せず， 国

内自給・輸入代替を完遂するとと乃lこ全力が注が

れてL、たといろことであろうハ

そ主ですでに述ぺたニー7の観点化したがってか

れの記事を紹介・検討してみることにしよう内す

なわち，

(1) 国産品の奨励によって輸入代替度を高める

こと金主i長したイ L ケビュー記事および演説はお

よそ Jラぎのとおりでめるc

付） 国産品とその境励方法（193］年3)l 5 fl iヨア

yレ・アハラーム』〕｝

（ロ） 国産品の奨励（1931年3月7[J 『アル・マサー

ア』〕o

(,~ エLプ卜の紡寝業いつまたいカ‘にこの間

の必要度に達するか？

（ニ） ヱグプト製Ji，の奨励（口15）。

(2) 関税制度に基づいて国内産業の保護を主張

した放送記事および演説はこうである。

付）綿製品の輸入に対する関税の改正に f 山、て

(1938''! 5月j" 

伊） 成長国民産業とその保提の義務 (1935年7月

25日）（注目）ο

とくに1933, 34年の両年にわたり外岡製品との

競争が無計画に激しくなってきた状況の中で， タ

ラア卜・川yレブ（主国内産業保護の三とを政府i二訴

えた そして 1935年40%の関税が外国製綿製1'f:'1fこ

がけられるにいたったのである。かれの放送記事

には特に日本綿製品と書いてあるが， 日本綿製品

のエジプトへの輸出が当時多長にのぼ、ったので，

タラアト・ノリレ7＂！土とくに脅威を感じてし、たので

はあるまヤか。

とりわけエジフ。ト綿業は 1930年代その揺鑑期か

ら成長期にはいりつつあゥた時代に先進綿業国の

製品の脅威にさらされていたわけである。このよ

うな状況下に国産品愛用を国民に訴えるととも

に， 時の政府iこ関税措置を講じるよう要求したの

であるc そして／／ラアト・ノリレブはこの土つのこ

とを繰り返し切盟しているり

このようにかれが製品市場における困難な局面

を直視して以上の二つのことに集中して訴えてい

るのはやはり後進国主ジプトが工業化を推進して

ゆくうえ仁避けられない事態であったのである。

遅れて工業他を開始したヱジプトは先進国の：I業

化過程における試行錯誤をある程度避けえた。 し

かしその工業化のスタートの遅れは製品市場にお

いて決定的な防禦をしいられたのである。タラア

ト・ハルブはこのような事態を正確に把揮し，適

切な処置を Lてー 今日のエジ：fト綿業の基礎を築

L、たのである。

(/U5〕 Matha'atMi!'}r, op. cit. 

（注目〕 Iゐ・d.

おわりに

最後にととで結論というより簡単にまとめてお

三う。タラアト・ハルブが20世紀初頭まで支配的

であった農業部門からの利潤を再び農業部門へ投

下する伝統的投資の棺環を切断し， 4スル銀行を

創設することによって農業部門から工業部門への

近代的投資へ転換を行なハたことは， エゾプト経

済史の潮流の中で画期的なことであゥた， これは

やはり新生産函数の設定であると考えてよい。
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タラアト・ハYレブはまずミスル銀行を創立しそ

の後幾多の企業を設立し その傘下にミス／レ・グ

ループと呼ばれる企業集団を形成した。そして

1930年代にこのグルーフ。は綿業を主軸に急速な発

展を遂げた半面，十分な調査をせず投資を行なっ

たため，幾多の企業が破綻をみせた。たとえば1924

年， 3万エジプト・ポンドの資本金で創立された

Soc泌総 Misrpour l’Industrie de Papierの場合

がそうである。企業活動を行なうには最低25万エ

ジプト・ポンドの資本を必要としていることが後

で調査して判明したのであった。またミスル航空

は政府の保護と援助にもかかわらず無配当であっ

た。 1939年にはミスル・グ、ループの本拠ミスル銀

行が破産に瀕し，タラアト・ハルブは退陣し，経

営陣の交代が行なわれたのであった。

とはいえ Societe恥1isrpour la Filature et le 

Tissageをはじめとする綿業は順調に発展した。

この綿業とミスル銀行がミスル・グルー 7＂の主軸

となったのである。

そして以上の四つの市場において，タラアト・

ハルブはそのー企業家としての役割を十分果たし

た。しかしかれは主として資本市場と製品市場に

おL、て活躍したのであった。

すでに述べたように，タラアト・ハルブ、の企業家

としての活動はまずPたく目ざましかった。 もとよ

り当時の経済的，社会的制約のためにかれの活動

に幾多の限界があったことはたしかであるが，当

時エジプトにあらわれた他の企業家と比較して，

かれが一段とすぐれた企業家であったことは間違

いない。たとえば，アフマッド・アッブード，ムハン

マッド・ファルガリ，アリー・アミーン・ヤヒア，

タウフィーク・ドス等の人々と比較するとき，か

れはいくつかの点においてちがっている。なかで

もムハンマッド・ファルガリとアリー・アミーン・
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ヤヒアはアレキサンドリアの商業資本（とくに綿花

資本）をパックにして活躍した企業家であるが，タ

ラアト・ハノレブはこの点においても明確にちがっ

ている。 これらの人々は商業ないし工業から得た

利潤を土地に投資した大地主でもある。 もっとも

タウフィーク・ドスはもともと地主の出身である。

この人たちの投資した土地はいずれも第1次農地

改革の対象となるほど広大なものであったが， タ

ラアト・ハルブはこのような土地投資を行なって

l土U、fιし、。

第 2に，ムハンマッド・フアノレガリにせよ， ア

リー・アミーン・ヤヒアにせよ， あるいはアフマ

ッド・アップードにせよ， タラアト・ハルブのよ

うに明確に民族資本であることを打ち出していな

し、。

第 3に，タラア卜・ハルブほど積極的な工業投

資を行なった企業家は他にいない。アフマッド・

ア、ソブードにせよ SociiteG白1長raledes Sucreri-

es et de la Ra伍neried’Egypteの株を買い占め

てここの経営権をにぎったのであってかれがこの

ヱジプト最大の製糖工場を創設したのではない。

まして資本市場においてまず銀行を創立し， 大規

模な投資を行なうとし、う雄大な経済論理を貫いて

いたものはタラアト・ハルブ1人である。

たしかにタラア卜・ハルブは資本市場・製品市場

には特に関心をもち積極的に行動をした。それと

比較するとかれは労働市場・技術市場への関心と

行動は相対的に低かった。にもかかわらずかれを

他のエジプトの企業家と比較するとき， いくつか

の点で圧倒的に企業家として秀れていた。シュム

ベーターのいう企業家に値する人物はエジプトで

はおそらくかれ1人だけではないであろうか。タラ

アト・ハルブ、はまさに唯一のエジプトにおける新

生産函数の設定者であったのである。（調査研究部）
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